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有
望
市
場
・
中
国
と
の
経
済
交
流
を
促
進

●
本
市
初
の
海
外
駐
在
員
事
務
所
を
北
京
に
開
設

市
で
は
、
市
内
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
、
中
小
企
業
へ
の
支
援

や
国
内
外
の
観
光
客
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
誘
致
に
全
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
そ
の
施
策
の
一
環
と
し

て
、
十
一
月
十
一
日
、
中
国
の
首

都
・
北
京
に
本
市
初
の
海
外
駐
在

員
事
務
所
を
開
設
。
総
人
口
が
十

二
億
を
超
え
、
地
理
的
に
も
近
い

中
国
を
有
望
な
市
場
と
と
ら
え
、

積
極
的
な
経
済
交
流
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

対
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
足
掛
か
り

を
担
う
事
務
所
は
、
主
に
二
つ
の

機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、

「
情
報
収
集
・
発
信
の
拠
点
」。
具

体
的
に
は
、
現
地
の
生
の
経
済
情

報
を
集
め
、
札
幌
の
中
小
企
業
が

中
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
た

め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
一
方
、

中
国
側
に
は
、
札
幌
の
観
光
情
報

を
幅
広
く
提
供
。
目
覚
ま
し
い
経

済
成
長
が
続
く
中
国
か
ら
、
今
後
、

多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
い

く
考
え
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
現
地
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め

の
「
人
的
交
流
の
拠
点
」。
中
国

の
政
府
系
機
関
を
中
心
と
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
幅
広

い
観
点
か
ら
交
流
の
た
め
の
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

詳
細

産
業
振
興
課
�（
２１１
）２
３

５
２

豊
か
な
森
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

●
旭
山
記
念
公
園
の
森
づ
く
り
を
市
民
参
加
で

平
成
十
三
年
か
ら
、
市
民
参
加

で
再
整
備
を
進
め
て
い
る
旭
山
記

念
公
園
。
そ
の
森
づ
く
り
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

園
内
の
自
然
環
境
の
大
部
分
を

占
め
る
植
樹
林
は
、
三
十
年
余
り

前
に
、
結
婚
や
会
社
設
立
な
ど
を

記
念
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の
。
現

在
、
山
を
覆
う
ほ
ど
の
大
き
な
森

に
成
長
し
た
も
の
の
、
過
密
な
状

態
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
枯
れ
木

な
ど
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
再

整
備
計
画
で
は
「
一
人
ひ
と
り
が

植
え
た
木
を
み
ん
な
の
森
と
し
て

と
ら
え
、
必
要
な
手
を
加
え
な
が

ら
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
」

と
い
う
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
笹
刈
り
や
記
念
プ
レ
ー
ト
の

取
り
外
し
を
実
践
し
な
が
ら
、
森

全
体
の
健
全
化
や
間
伐
の
必
要
性

な
ど
を
話
し
合
う
予
定
で
す
。
な

お
、
当
日
参
加
で
き
な
い
方
の
ご

意
見
も
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＜

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催＞

日
時
１１
月
２３
日
�
午
前
９
時
〜
午

後
０
時
３０
分
。
雨
天
決
行
。

会
場
旭
山
記
念
公
園
（
中
央
区
界

川
４
）。
動
き
や
す
い
服
装
で
直

接
会
場
へ
。
昼
食
持
参
。

＜

意
見
募
集＞

申
込
意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
を
記
入
し
、１１
月
２１
日
�（
消
印

有
効
）
ま
で
に
公
園
計
画
課
（
〒

０６５
‐
００５１
中
央
区
南
１
東
１
大
通
バ

ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階
）
へ
送
付
。

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://w
w
w
.city.

sapporo.jp/kankyo/ryokuka/
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公
園
計
画
課
�（
２１１
）２
５

２
２
、
�（
２１０
）０
２
７
６
、
�

koenkeikaku@
kankyo.city.sapp

oro.jp

南
西
部
に
緑
豊
か
な
山
地
を
抱

え
、
五
百
九
十
も
の
河
川
が
流
れ

る
札
幌
の
街
。
水
道
の
水
源
を
す

べ
て
担
う
河
川
を
は
じ
め
、
湖
沼

や
人
工
水
路
、
地
下
水
な
ど
、
市

内
の
あ
ら
ゆ
る
水
辺
を
潤
い
あ
ふ

れ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、

こ
の
ほ
ど
「
水
環
境
計
画
」
を
新

た
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
素
案
の
公
表
を
通

じ
て
幅
広
い
意
見
を
募
集
。
寄
せ

ら
れ
た
声
を
踏
ま
え
、「
水
量
」

「
水
質
」「
生
息
環
境
・
水
辺
と
の

ふ
れ
あ
い
」
と
い
う
視
点
か
ら
三

つ
の
望
ま
し
い
水
環
境
像
を
設
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
理
念
に
基

づ
き
、
河
川
や
地
下
水
な
ど
の
水

量
・
水
質
を
良
好
な
状
態
に
保
つ

と
と
も
に
、
緑
地
や
生
物
と
共
生

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
具
体
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た

め
、
今
後
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
別
の
目

標
を
設
け
て
い
く
の
も
大
き
な
特

徴
で
す
。「
豊
平
川
」「
新
川
・
星

置
川
」「
茨
戸
川
」の
三
つ
の
流
域

を
「
山
地
」「
住
宅
」「
都
心
」「
平

地
」
と
い
う
観
点
で
十
一
カ
所
に

区
分
。
住
民
や
市
民
活
動
団
体
と

と
も
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

個
性
あ
ふ
れ
る
水
辺
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

計
画
の
目
標
年
次
は
平
成
二
十

九
年
度
。
目
標
の
達
成
状
況
な
ど

を
評
価
し
な
が
ら
、
五
年
ご
と
に

内
容
を
見
直
す
予
定
で
す
。

詳
細

環
境
対
策
課
�（
２１１
）２
８

８
２

●札幌の特性を踏まえた
「水環境計画」を策定

河川を中心とする札幌の水辺環境。今後、地域の特性
に応じた水辺づくりに取り組んでいきます

「みんなの水辺」を
守る、はぐくむ

当時の記念植樹の様子。昭和４２～
４７年に約５，６００本が植えられました
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